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研究成果概要 
平成 28 年度も中国チベット自治区羊八井宇宙線観測所において、雷雲到来時の大気

電界測定器として Boltek社のフィールドミル電界計と、落雷検出器として同社の Storm 
Trackerを設置して定常観測を行っている。本年度以降は特に地上の空気シャワー観測装
置と地下のミューオン観測装置との連動観測が始まっており、データの統計量を高めて

から、雷雲からの高エネルギー放射線と宇宙線空気シャワーとの相関について、データ

解析を行っている。 
現在、羊八井宇宙線観測所では、高エネルギー放射線の検出として、空気シャワーア

レイに用いているシンチレーションカウンターをシングルトリガーモードの頻度を記録

している。検出している粒子の多くは高エネルギー電子やミューオンである。しかしな

がら、雷雲や落雷に伴う高エネルギー放射線は、ガンマ線とともに電磁カスケードを発

生していると予想されており、ガンマ線の観測は重要な課題である。 
	 我々は現在、東京大学宇宙線研究所付属乗鞍観

測所にて、図１のような NaI、CsI および BGO
結晶シンチレーターのよるガンマ線の同時観測の

テストを行っている。現行ではデータ収集システ

ムとして VMEと CAMACを併用しているが、将
来に向けて、FPGAなどを用いたコンパクトで省
電力なデータ収集システムを検討している段階で

ある。 
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図 1 乗鞍観測所における雷雲およ
び落雷放射線のテスト観測の様子 


